
１　学習の到達目標

２　学習の計画
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令和８年度　　　　　公民科　　「公共」シラバス

教科書

単元名

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を深めさせ，公共の基本的
な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き方について考察する力の基礎を養い，良識
ある公民として必要な能力と態度を育てる。

中間考査

評価の材料等

中間考査

2 学科・学年・学級 第 ２学年 1～8 組

副教材等 実教出版『ズームアップ公共資料』　実教出版『詳述　公共』

第１編
第１章
公共の扉
社会をつくる私
たち

・自らの体験などを振り返ることを通して，自らを
成長させる人間としての在り方生き方について考え
る。
・伝統や文化，先人の取組や知恵に触れたりするこ
となどを通して，人間が他者との関係においてどの
ような存在であるのかについて考える。
・自らのキャリア形成とともによりよい社会の形成
に結び付くことについて理解する。
・社会に参画する自立した主体とは，どのようなも
のか多面的・多角的に考察し，表現する。
・社会的な存在とは，どのような存在であるのかに
ついて、伝統や文化，先人の取組や知恵に触れたり
することなどを通して，理解する。
・現代の諸課題について自らも他者も共に納得でき
る解決方法を見いだすことに向け，人間としてどの
ような在り方生き方について探求することが，より
よく生きていく上で重要であることについて考え
る。

・授業中の様子
・グループワークへの
取り組み
・ワークシートへの取
り組み

学習項目

単位数

期末考査
定期考査

第
１
学
期

第２章
日本の政治機構
と政治参加

政治参加の意義/政治機構
と国民生活/人権保障と裁
判所/地方自治/選挙と政
党/政治参加と世論/選挙
に関して

第2編
第１章
よりよい社会の
形成に参加する
私たち
日本国憲法の基
本的性格

憲法はなぜ大切なのか/日
本国憲法の成立/平和主義
とわが国の安全/基本的人
権の保障/人権の広がり

第2章
人間としてよく
生きる

第３章
民主社会の倫理

期末考査
定期考査

・よりよい社会は，どのようにして築かれるもので
あることについて考察する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した
主体として活動するために必要な情報を適切かつ効
果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け
る。
・自立した主体として解決が求められる具体的な主
題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考
察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現
する。

・雇用と労働問題，財政及び租税の役割，少子高齢
社会における社会保障の充実・安定化，市場経済の
機能と限界，金融の働きなどに関わる現実社会の事
柄について理解する。
・自立した主体として解決が求められる具体的な主
題を設定し，合意形成や社会参画を視野に入れなが
ら，その主題の解決に向けて事実を基に協働して考
察したり構想したりしたことを，論拠をもって表現
する。
・多様な契約及び消費者の権利と責任，職業選択，
雇用と労働問題，少子高齢社会における社会保障の
充実・安定化などに関わる現実社会の事柄や課題に
ついて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した
主体として活動するために必要な情報を適切かつ効
果的に収集し，読み取り，まとめる技能を身に付け
る。

・授業中の様子
・グループワークへの
取り組み
・ワークシートへの取
り組み

学習内容や学習活動

第
2
学
期

単元名 学習項目

第４章
経済活動のあり

第３章
現代の経済社会

人間とは何か/青年期とは
/青年期と自己形成/職業
生活と社会参加/伝統・文
化と私たち

幸福とは何か/ギリシアの
思想/宗教の教え/人間の
尊重/人間の自由と尊厳/
個人と社会/主体性の確立
/他者の尊重/公正な社会

経済における効率と平等
とは何か/経済社会の形成
と変容/市場のしくみ/現
代の企業/経済成長と景気
変動/金融機関の働き/政
府の役割と財政・租税

人口減少時代の日本社会/
日本経済の歩みと近年の
課題/中小企業と農業/公
害防止と環境保全/消費者
問題/労働問題と雇用/社
会保障

定期考査

社会とは何か/人間の尊厳
と平等/自由・権利と責
任・義務

第４章
民主国家におけ
る基本原理

民主主義の作り方/人権保
障の発展と民主政治の確
立/国民主権と民主政治の
発展

学習内容や学習活動 評価の材料等

・人間の尊厳と平等，個人の尊重，自由・権利と責
任・義務など，公共的な空間における基本的原理に
ついて理解する。
・将来の世代の自由・権利を尊重するためにはどう
すればよいか考える。
・公共的な空間を作る上で何が必要であるか考え
る。
・個人の尊重，民主主義，法の支配など，公共的な
空間における基本的原理について理解する。
・公共的な空間における基本的原理について，思考
実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通
して，個人と社会との関わりにおいて多面的・多角
的に考察し，表現する。
・憲法が、社会の秩序形成や維持にどのように機能
しているかについて理解する。
・日本国憲法の平和主義について理解を深めるとと
もに，我が国の安全が世界の平和の維持といかに不
可分に関連しているかについて理解する。
・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，必要な情
報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめる
技能を身に付ける。

・授業中の様子
・グループワークへの
取り組み
・ワークシートへの取
り組み

・授業中の様子
・グループワークへの
取り組み
・ワークシートへの取
り組み
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月
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３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

現代社会は多様な価値観が渦巻き、将来を予測することが困難である。現代社会の抱える課題を解決するための「模範解答」は
存在しない。まずは、現代社会がどのような課題に直面しているのか理解し、その解決に向けたヒントを吸収していってほし
い。ただし、教科書・資料集に書かれたことや、授業で説明された事柄が理解できていることは、ゴールではない。現代社会の
抱える課題について、自分なりの意見や解決策を持つことが目指される。日々のニュースに興味関心を持ち、主体的に探求しよ
うとすることが大切である。

第
3
学
期

主体的に学習に
取り組む態度

　現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとと
もに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的
原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野
に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方につい
ての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ること
や，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

思考・判断・表現

知識・技能

第６章
国際経済の動向
と課題

国際経済のしくみ/国際経
済体制の変化/経済のグ
ローバル化と金融危機/地
域経済統合と新興国/ODA
と経済協力/SDGsの実現に
向けて

・国家主権、領土（領海，領空を含む）、我が国の
安全保障と防衛、国際貢献を含む国際社会における
我が国の役割などに関わる現実社会の事柄や課題を
基に，国際貢献を含む国際社会における我が国の役
割について考える。
・経済のグローバル化と相互依存関係の深まり（国
際社会における貧困や格差の問題を含む）などに関
わる現実社会の事柄や課題を基に，国際社会におけ
る貧困や格差について考察する。
・地域の創造，よりよい国家・社会の構築及び平和
で安定した国際社会の形成へ主体的に参画し，共に
生きる社会を築くという観点から課題を見いだし，
その課題の解決に向けて事実を基に協働して考察，
構想し，妥当性や効果，実現可能性などを指標にし
て，論拠を基に自分の考えを説明，論述する。
・この科目のまとめとして位置付け，社会的な見
方・考え方を総合的に働かせ，第1部で身に付けた選
択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間に
おける基本的原理などを活用するとともに，第1部及
び第2部で扱った課題などへの関心を一層高める。

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

第３編
持続可能な社会
づくりの主体と
なる私たち

・授業中の様子
・グループワークへの
取り組み
・ワークシートへの取
り組み

定期考査

社会的な課題の発見/情報
の収集と読み取り・分析/
課題の探求/自分の考えの
説明・論述/さらなる探求
に向けて

第５章
国際政治の動向
と課題

国家の安全と人間の安全/
国際社会における政治と
法/国家安全保障と国際連
合/冷戦終結後の国際政治
/軍備競争と軍備縮小/異
なる人種・民族との共存/
国際平和と日本

学年末考査


